
スギナを考える 西岡水源地へ行 って
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生代の石炭紀すなわち今から約3億 年 塁

前からずっと地球 上に生き長らえて来 鑓
魂

瓢 蝶 饗鐵蕨 こ鵬 。1

繍豪こ雛 筋謙 毅 讐1
た。 スギナの生育 土壌はど うも栄養の 鑑艇

豊富で ないやせ地 が多いよ うに見 うけ £

られま した。栄 養が良 くないのに3億1

年 も絶滅せずに生 き残 つてい るとい う1

ことはその種の中 に何か生命を維持す べ

るのに役 立つ物質を持 ち、その物質は1

人 体の健康維持 にも役立つのではな い 器

馨 瓢 覧二霧灘 灘 蒼1
てお茶がわ りに飲 むとガ ンに良 いとい 望

家族でお世話にな って早い もので もう3年 にな

ります。最初の年 は ツノハ シバ ミの実に付 着 して

いるとげ におどろき、サ ワシバ のフワフワした実

に感激 したことを書き、昨年はアカバナの花 粉の

た くま しさに反 し花や実や枝のたよたよ しさにっ

いて書 きま した。今年の発見は立地で した。私は

化石の方面か ら現植生 に大変興味を持つ者 なので

すが 、ツクシの親すなわちスギナの立地条件につ

いて考え させ られ る年であ りま した。木のよ うな

たたず まいを示す木生羊歯類は絶滅 して現在の地

球上には見 られませんが、 スギナは古
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ううわ さを聞きこれに刺激されここでその地質 的

背景 を述べまた、立地について も観察 して見たわ

けです。 スギナは我家の畑に も沢山あ り自然破壊

でにぎやか にな る植物で もない と考えます。スギ

ナ以外にもいろい ろの植物を観察す ることがで き

ま した。幹事の先生方 に心か ら御礼を申 しあげた

い と思います。

私が 今年度 の 「植物友 の会」 で 一番心 に残 った

のは、西岡水源地へ行 ったことです。

西岡水源地 には、 これまでに何度 も行 ったこと

があ ります 。ようち園で も遠 足で行きま した。 そ

れに、一年生の親子 レクで も行きま した。その他、

家の人達 で行 った時 もあ りま した。 だか ら今度、

また行 くとな った時 、「もうほとんど しっているか

ら、別に特別行か な くった っていいや。」と思 って

いま した。 で も、や っぱ り最後 ぐらいは行 こ うか

な。 と思 って行 くことに しま した。行 くと中、(私(

の 家か ら西岡水源地までは近か ったの
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1の で 、あ っというまにつ きました・1

出 席を とつて・山の中をあ るきは じ

蒙 め ると、最初思 って いたことには反 し

1て 、今 まで行 ったことのない道 樋 っ

髪 たのです。 それに、どんどん進む につ
奨

ミ れて、知 らない場所 や、は じめて通 る

峯

9聾
幣
曳
㎏
重

ρ蓉

茂

亀
琶β
鴫

駒戎

即
或

将

角

す。中で も、道路(道)を 歩 くよりは、

軽い水たま りのLを 橋で通 るのがお も

しろか ったです。いろいろあるきまわ っ

たすえ、最 終てきには知 ってい る所 に

で ましたが、私は、知 らない場所を見

れたので、満足で した。_

今 年の植物友の会は、合唱の練習、

その他 いろいろな用事で あま り出席で きませんで

した。そのぶん、最後に行 った西岡水源地 は、 しっ

か りと心 に残 りま した。来年 は、 もっと心 に残 る

思い出をた くさん作 りたい と思 っています。
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